
ふ
る
さ
と
筑
西
市
の
発
展
に
寄
与

稲
葉 

清
右
衛
門

追
悼
筑
西
市
名
誉
市
民
・
フ
ァ
ナ
ッ
ク
㈱
名
誉
会
長

　
稲
葉
さ
ん
は
、
筑
西
市
（
旧
明
野

町
）
向
上
野
出
身
。
昭
和
21
年
に
東

京
帝
国
大
学
（
東
京
大
学
）
第
二
工

学
部
精
密
工
学
科
を
卒
業
後
、
富
士

通
信
機
製
造
（
現
富
士
通
）
に
入
社

し
ま
し
た
。
富
士
通
で
は
技
術
者
と

し
て
研
究
開
発
に
携
わ
り
、
民
間
で

は
日
本
初
の
Ｎ
Ｃ（
数
値
制
御
方
式
）

工
作
機
械
を
開
発
。昭
和
40
年
に
は
、

東
京
工
業
大
学
で
博
士
号
（
工
学
）

を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
47
年
に

富
士
通
の
計
算
制
御
部
門
が
独
立
し

て
フ
ァ
ナ
ッ
ク
㈱
が
設
立
さ
れ
、
同

部
門
の
責
任
者
だ
っ
た
稲
葉
さ
ん
が

専
務
取
締
役
に
就
任
。
昭
和
50
年
に

は
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
、
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
Ｆ
Ａ
（
自
動
制
御

シ
ス
テ
ム
）
の
分
野
で
他
の
追
随
を

許
さ
な
い
世
界
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と

し
て
の
地
位
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
に
も
早
く
か
ら
目
を
向

け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
北
ア

メ
リ
カ
な
ど
で
も
事
業
を
展
開
。
産

業
の
振
興
に
果
た
し
た
役
割
が
極
め

て
顕
著
な
こ
と
か
ら
、
昭
和
56
年
に

紫
綬
褒
章
、平
成
２
年
に
藍
綬
褒
章
、

平
成
７
年
に
は
勲
二
等
瑞
宝
章
を
受

章
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

性
の
向
上
の
た
め
、
茨
城
県
開
発
公

社
が
松
原
地
区
に
開
発
を
進
め
て
い

た
、
つ
く
ば
明
野
北
部
工
業
団
地
の

全
用
地
約
24
・
６
㌶
を
取
得
。
町
広

報
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
稲
葉
さ
ん

（
当
時
相
談
役
名
誉
会
長
）
は
、「
私

は
自
然
を
守
る
こ
と
に
も
関
心
が
あ

り
ま
す
。
筑
波
工
場
（
向
上
野
）
に

は
欅け

や
きを

植
え
ま
し
た
。
欅
の
工
場
で

す
。
私
は
、
昭
和
天
皇
が
こ
よ
な
く

愛
さ
れ
た
曙

あ
け
ぼ
の
す
ぎ
杉
も
大
好
き
で
す
。
新

し
い
工
場
に
は
曙
杉
を
た
く
さ
ん
植

え
ま
す
。
欅
の
工
場
と
曙
杉
の
工
場

が
公
園
工
場
と
し
て
明
野
町
の
自
然

環
境
に
花
を
添
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
30
年
に
は
隣
接
す

ロボットによる工場の自動
化は、生産性の向上だけで
はなく、品質の安定化に

も貢献しています。

稲葉清右衛門さん　大正 14 年３月生まれ。
東京帝国大学（東京大学）卒業。工学博士。
昭和 47年富士通（株）取締役就任、ファナッ
ク（株）創立、専務取締役就任。昭和50年ファ
ナック（株）代表取締役社長。平成７年同社
代表取締役会長。平成 12年同社相談役名誉
会長。平成 17年同社名誉会長。

　
筑
西
市
名
誉
市
民
で
フ
ァ
ナ
ッ
ク
㈱
名
誉
会
長
の
稲い
な

葉ば

清せ
い

右う

衛え

門も
ん

さ
ん
（
筑
西
ふ
る
さ
と
大

使
）
が
、
10
月
２
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
95
歳
で
し
た
。

　
稲
葉
さ
ん
は
フ
ァ
ナ
ッ
ク
（
株
）
の
創
業
者
で
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
手
掛
け
る
世
界
的
な

企
業
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。
筑
西
市
内
に
も
敷
地
面
積
60
㌶
に
及
ぶ
工
場
が
操
業
し
て
い
ま
す
。

国
内
外
の
産
業
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
稲
葉
さ
ん
の
功
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
平
成
元
年
12
月
、
市
内
向
上
野
の

つ
く
ば
明
野
工
業
団
地
内
に
、
フ
ァ

ナ
ッ
ク
の
「
筑
波
工
場
（
敷
地
面
積

約
６・７
㌶
）」
が
操
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
同
年
５
月
に
行
わ
れ
た
工
場

用
地
譲
渡
契
約
の
調
印
式
で
、
稲
葉

さ
ん（
当
時
代
表
取
締
役
社
長
）は
、

「
私
は
、
明
野
町
向
上
野
の
出
身
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
工
場
を
建
設

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
誠
に
う
れ

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ナ
ッ

ク
と
い
た
し
ま
し
て
も
全
力
を
上
げ

て
、
茨
城
県
並
び
に
明
野
町
の
期
待

に
添
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
に
は
、
さ
ら
な
る
生
産

さん

本　社　山梨県南都留郡忍野村
設　立　昭和 47年
資本金　690億円
従業員　8,164 人
売上高　5,083 億円
（2020年 3月期連結実績）

ファナック株式会社

「黄色いロボット」

2

も
の
づ
く
り
と
い
う

道
を
変
わ
ら
ず
歩
む

る
田
宿
地
区
に
約
28
・
７
㌶
の
新
工

場
が
操
業
し
、
同
社
の
工
場
用
地
は

市
内
だ
け
で
約
60
㌶
に
及
び
ま
す
。

　
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
鮮
や
か

な
黄
色
の
建
物
は
、
豊
か
な
自
然
と

美
し
く
調
和
し
、
今
や
本
市
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
存
在
に
。
各
工
場
で
は
、

主
力
商
品
で
あ
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
」、

「
ロ
ボ
ド
リ
ル
」
が
生
産
さ
れ
、

世
界
中
の
製
造
現
場
へ
送
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
本
市
へ
の
工
場

進
出
は
、
産
業
の
活
性
化
や
新
た

な
雇
用
の
創
出
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
よ
る
適
正
な
土
地
利
用
の
推
進
、

そ
し
て
、
税
収
に
よ
る
財
政
基
盤
の

安
定
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た

め
、
平
成
17
年
３
月
、
稲
葉
さ
ん

に
筑
西
市
名
誉
市
民
の
称
号
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
稲
葉
さ
ん
は
「
筑
波

山
の
麓ふ

も
と、

豊
か
な
自
然
が
残
る
筑

西
の
地
か
ら
、
我
が
社
の
製
品
を

世
界
に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
そ
し
て
、
郷
里
筑
西
市
の

発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
こ

と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
も
の
づ
く
り
と
い

う
道
を
変
わ
ら
ず
歩
み
な
が
ら
、

社
会
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
の
製
造
現
場
の
生
産
性
を
飛

躍
的
に
向
上
に
さ
せ
る
と
い
う
大
き

な
仕
事
を
成
し
遂
げ
、
事
業
を
通
じ

て
地
域
社
会
の
発
展
に
も
大
き
な
足

跡
を
残
さ
れ
た
稲
葉
さ
ん
。

　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ファナック本社と工場群（山梨県忍野村）
富士山麓の広大な敷地に、本社、研究所、工
場及び厚生施設などを展開。

ファナック筑波工場（筑西市内）　平成元年に操業した「欅（けやき）の工場」（向
上野）に続き、平成 20年（写真奥）と平成 30年（手前）に操業した「曙杉（あ
けぼのすぎ）の工場」（松原・田宿地内）。
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